
第 2 8 9 号 令 和 8 年 （ 2 0 2 6 年 ） 4 月 2 6 日 　 （8）

障
が
い
者
・
障
が
い
児
へ
の
支
援

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
所
得

制
限
の
撤
廃
を
検
討
し
て
は
。

答　

負
担
軽
減
策
を
検
討
し
た
い
。

　

18
歳
以
降
の
地
域
の
居
場
所

や
夕
方
の
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い
と

い
う
課
題
に
対
す
る
見
解
は
。

答　

運
営
面
の
改
善
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

学
童
ク
ラ
ブ
運
営

　

専
門
性
の
高
い
職
員
確
保
と

定
着
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　

時
間
単
価
を
見
直
し
た
い
。

　

都
の
学
童
ク
ラ
ブ
従
事
職
員

の
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
制
度
の
導

入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　

検
討
を
進
め
た
い
。

沼
袋
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア

を
、
今
あ
る
空
間
や
公
園
管
理
、

イ
ベ
ン
ト
運
営
に
活
用
し
て
は
。

答　

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

病
児
保
育
の
利
便
性
向
上

　

区
民
の
要
望
を
踏
ま
え
、
対

象
年
齢
の
拡
充
や
、
共
働
き
世
帯

の
就
業
時
間
に
合
わ
せ
た
預
か
り

時
間
の
拡
大
を
検
討
し
て
は
。

答　

運
営
事
業
者
と
課
題
を
共
有

し
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

令
和
８
年
度
予
算
案

　

区
は
歳
入
確
保
と
経
常
経
費

削
減
に
よ
り
、
優
先
度
の
高
い
事

業
の
精
査
を
徹
底
し
、
持
続
可
能

な
区
政
運
営
を
確
立
す
る
と
し
て

い
る
。
そ
の
観
点
で
、
今
後
効
果

を
検
証
し
て
継
続
を
判
断
す
る
事

業
を
26
事
業
に
選
定
し
た
理
由
は
。

答　

事
業
の
有
効
性
や
実
効
性
を

踏
ま
え
事
業
計
画
を
立
て
、
予
算

編
成
で
検
証
・
見
直
し
を
行
っ
て

い
く
た
め
で
あ
る
。

　

ナ
カ
ペ
イ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
本
人
認
証
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
中
野
区
民
限
定
の
物
価

高
騰
支
援
策
と
し
て
実
施
し
て
は
。

答　

技
術
的
に
は
区
民
限
定
の
事

業
実
施
は
可
能
だ
が
、
本
人
認
証

の
導
入
状
況
や
ナ
カ
ペ
イ
の
利
用

状
況
等
を
踏
ま
え
、
検
討
し
た
い
。

　

区
の
５
歳
児
健
診
の
特
徴
的

な
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

答　

子
ど
も
が
体
を
使
っ
た
遊
び

を
行
い
、
心
理
専
門
職
が
発
達
状

況
を
確
認
す
る
集
団
行
動
観
察
と
、

視
力
検
査
の
実
施
等
で
あ
る
。

住
宅
宿
泊
事
業
（
民
泊
）

　

旅
館
業
法
の
規
制
緩
和
に
よ

る
課
題
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
は
。

答　

営
業
従
事
者
が
常
駐
し
な
い

施
設
が
増
え
、
生
活
環
境
の
悪
化

に
対
す
る
苦
情
が
増
加
し
て
い
る
。

苦
情
に
迅
速
に
対
応
す
る
体
制
を

確
保
す
る
よ
う
、
営
業
者
に
求
め

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

豊
島
区
は
条
例
を
改
正
し
、

営
業
可
能
期
間
を
１
２
０
日
間
に

限
定
し
て
い
る
が
、
区
の
見
解
は
。

答　

生
活
環
境
等
の
悪
化
の
防
止

に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。
そ
の
他

の
区
の
動
向
に
も
注
視
を
し
、
区

と
し
て
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　

民
泊
等
の
宿
泊
形
態
の
中
で

家
主
同
居
型
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
型

が
一
番
適
切
だ
と
考
え
る
。
家
主

同
居
型
の
民
泊
を
推
進
し
て
は
。

答　

家
主
同
居
型
の
民
泊
は
、
近

隣
住
民
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た

事
例
が
な
く
、
適
切
に
運
営
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

　

今
後
、
区
は
Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
推
進

を
通
し
て
女
性
の
健
康
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
。
産
後
か
ら

慌
た
だ
し
く
続
く
子
育
て
の
中
で
、

保
護
者
が
自
分
の
こ
と
を
大
切
に

で
き
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
。

答　

保
護
者
、
養
育
者
が
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
視
点
を
持

ち
子
育
て
支
援
施
策
を
充
実
す
る
。

　

第
４
期
教
育
振
興
基
本
計
画

に
は
、
組
織
や
社
会
を
優
先
し
て

個
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
犠

牲
に
す
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の

幸
せ
が
ま
ず
尊
重
さ
れ
る
と
い
う

前
提
に
立
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
だ
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
。

答　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
可
視

化
す
る
取
り
組
み
を
研
究
す
る
。

地
域
防
災

　

昨
年
、
地
域
防
災
は
地
区
担

当
課
長
が
推
進
す
べ
き
と
指
摘
し

た
が
、
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

答　

地
域
の
実
情
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
避
難
支
援
方
法
を
見
直
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。

　

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
向
け
て
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

答　

第
10
期
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

会
議
で
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

児
童
発
達
支
援

　

５
歳
児
健
診
が
試
行
さ
れ
る

が
、
受
給
者
証
取
得
に
関
わ
る
体

制
や
取
得
に
要
す
る
期
間
の
簡
略

化
に
向
け
た
検
討
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
。

答　

療
育
相
談
の
在
り
方
や
各
機

関
の
分
担
を
検
討
中
で
あ
り
、
調

査
実
施
体
制
の
検
証
を
進
め
る
。

　

保
育
所
等
訪
問
支
援
は
18
歳

ま
で
が
対
象
で
、
本
来
就
学
後
も

継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
支
援
で
あ

る
。
小
学
校
へ
の
訪
問
状
況
は
。

答　

令
和
６
年
度
は
１
名
、
令
和

７
年
度
は
２
名
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　

保
護
者
や
学
校
側
に
、
保
育

所
等
訪
問
支
援
の
有
用
性
の
情
報

提
供
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

答　

現
在
は
幼
児
期
を
中
心
に
支

援
し
て
い
る
が
、
徐
々
に
児
童
の

支
援
を
開
始
し
て
お
り
、
今
後
も

必
要
性
に
つ
い
て
伝
え
て
い
く
。

　

保
育
所
等
訪
問
支
援
の
受
け

入
れ
体
制
や
担
い
手
と
な
る
事
業

者
を
増
や
す
方
策
は
あ
る
の
か
。

答　

区
立
施
設
か
ら
の
専
門
的
支

援
を
行
い
、
充
実
を
図
る
。

学
校
図
書
館

　

２
０
２
３
年
度
よ
り
、
学
校

図
書
館
業
務
を
直
接
雇
用
か
ら
民

間
委
託
へ
と
切
り
替
え
た
目
的
は
。

答　

児
童
・
生
徒
の
居
場
所
機
能

向
上
を
目
的
に
、
指
導
員
の
安
定

的
な
確
保
の
た
め
、
切
り
替
え
た
。

　

委
託
せ
ず
、
自
治
体
独
自
の

努
力
で
対
応
で
き
た
の
で
は
。

答　

学
校
が
直
接
指
導
員
を
雇
用

す
る
形
態
で
あ
っ
た
が
、
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
委
託
を
決
め
た
。

　

ど
の
よ
う
な
入
札
方
式
か
。

答　

一
般
競
争
入
札
方
式
で
あ
る
。

　

最
低
価
格
を
提
示
し
た
事
業

者
と
単
年
度
で
契
約
す
る
手
法
の

一
般
競
争
入
札
と
し
た
理
由
は
。

答　

公
平
性
・
透
明
性
の
確
保
や
、

財
政
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
一
般

競
争
入
札
方
式
と
し
て
い
る
。

　

教
育
の
本
質
で
あ
る
質
の
確

保
と
入
札
の
性
質
で
あ
る
価
格
重

視
は
相
反
す
る
た
め
、
教
育
分
野

に
一
般
競
争
入
札
は
な
じ
ま
な
い
。

入
札
方
式
で
は
、
業
務
を
適
切
に

履
行
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

委
託
の
必
要
事
項
は
仕
様
書

に
明
記
し
て
お
り
、
適
切
に
業
務

を
履
行
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

区
は
、
事
業
者
任
せ
に
な
っ

て
い
な
い
か
、
教
育
委
員
会
の
主

体
性
は
後
退
し
て
い
な
い
か
、
指

導
員
の
安
定
性
や
継
続
性
は
守
ら

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
検
証
し
、

実
態
把
握
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

答　

実
態
把
握
に
努
め
、
検
証
し

た
上
で
、
改
善
し
て
い
き
た
い
。

西
武
新
宿
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り

　

区
画
街
路
第
４
号
線
の
中
間

地
点
に
、
に
ぎ
わ
い
施
設
の
機
能

を
持
た
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
。

答　

利
用
者
が
滞
留
で
き
る
空
間

の
確
保
は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

補
助
第
２
２
０
号
線
の
整
備

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答　

用
地
補
償
等
の
説
明
会
等
を

令
和
８
年
７
月
に
予
定
し
て
お
り
、

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

公
園
環
境
の
整
備

　

区
を
南
北
の
エ
リ
ア
に
分
け
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
特

色
あ
る
整
備
や
活
用
を
進
め
て
は
。

答　

指
定
管
理
者
制
度
を
含
め
、

特
色
あ
る
整
備
や
効
果
的
な
運
営

に
繋つ

な

が
る
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

　

哲
学
堂
公
園
に
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
は
。

答　

新
た
な
魅
力
や
発
見
に
繋
が

る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

　

み
ず
の
と
う
公
園
に
つ
い
て
、

南
側
の
東
京
都
の
水
道
局
の
用
地

の
活
用
な
ど
、
都
の
事
業
用
地
も

含
め
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
は
。

答　

地
域
の
公
園
利
用
に
資
す
る

活
用
を
検
討
し
、
東
京
都
と
調
整

や
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

犯
罪
抑
止
の
面
で
、
江
古
田

の
森
公
園
に
も
出
入
口
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
増

設
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団

黒
沢　
ゆ
か

公
明
党
議
員
団

南　
か
つ
ひ
こ

立
憲・国
民・ネ
ッ
ト・無
所
属
議
員
団

間　
ひ
と
み

日
本
共
産
党
議
員
団

広
川　
ま
さ
の
り

自
由
民
主
党
議
員
団

高
橋　
か
ず
ち
か

12 月 22日（月）から 23日（火）に、京都府の「京都アリー
ナ（仮称）の整備」についてと、大阪府の「うめきた２期
区域まちづくり（グラングリーン大阪）」について視察を行
いました。写真は京都府での様子です。

中
野
駅
周
辺
整
備
・
西
武
新
宿
線
沿
線

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
視
察
報
告
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